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質を高める ○

○

○

○

○

○

○

○

文化事業の質 ○

助成のあり方 ○

○

○

○

○

○

○

○ アーティストの質を上げるための助成金のシステムが有効に作用していない。そこをどう整理しながら行うのか。

芸術家、本当のプロとは ○

○

○

市民、若者、ファンを育てる ○

○

○

○

○

○

○

○

○

アウトリーチ ○

アート教育、子供たちが大事。次の世代へ向けてきっちり教育していくべき。そのために、札幌市に数多くある箱物をきちっと評価し
て、次の世代へ渡していく。

予算をつけて実施しても、業者へ丸投げにする、現場が出てこない等、かゆいとことに手が届いていない。広報でも、マーケットでも、
人材育成でも、そのひとつひとつ事業自体の質の問題は避けられない。

若い人に、マーケットにおける強力な市民になってもらうにはどうしたらよいか。

演劇を観に行くと、けっこう若者も観に来ている。けっして中高年だけではなく、文化的な意識は深く静かに潜行しているのかなと最近
思っている。

新しいものは認知させるのが難しいので、一定期間は、どのように補助するか、バックアップするかが問題となる。本来は、新しいものだ
からこそ、専門的な知見をもって、かなり信念をもってやっている人に対して最初はサポートし、5、6年たってもどうにもならない、かなり
いいかげんなものだと分かったときには、自助努力でやらせるようにするのが良い。

本当のプロとは何か、彼らを自立へ向けた支援はどうあるべきか。

恣意的でなければ育たないというのは、確かにそうだと思うが、行政は公平性を求められる点が難しい。市民が納得する合理的な理由
付けが必要だ。

札幌市内で２千人くらい演劇人がいると言われている中で、アーティストはだれなのかを線引きしろと言われたとき、ものすごく難しい、
それぞれのジャンルで線引きをこっちも考えなければいけないなという責任を最近考える。

写真の場合も、自分で写真家だと言うと、写真家になるというところがある。いわゆる商業写真家とアーティストがいる。別になったり、重
ねながら生きている部分もある。その辺の区別も難しいなと思った。

アーティストを含め、各分野の芸術文化はファンが支えている。それを何とか増やすためにはどうすればよいのか。アーティストや市の
立場で出来ることは何か。

決して若者たちが離れて行くとは思わない。ただそれを提供する私たちがどのような工夫をしたらよいかということ。収入にはならない
が、やはり若い人たちに見ていただかないと未来がないので、まずワンコインオペラを続けて行こうと思っている。

お客さんを育てることも大事。ちゃんとした目、耳をもつ市民がいなければ、芸術は育たないということかなと感じている。

アウトリーチは難しいと思う。行って歌えばそれでよいというものではない。最初はものを知らないで行って、歌っていれば喜んでもらえ
る、涙も流してもらえる。でもそれではいけない。老健施設、病院で、それぞれニーズが違う。演奏者もそれを分かった上で、今ここに
あって何をなすべきかというミッションを考えなければならない。

若い人の芝居には、若い人しか集まらない。お互いに図々しく間口を広げて行く。アウトリーチも必要だと思う。

アーティストは市民であるし、市民もアーティストになり得るということが、人材育成とか意識を高めるということにつながる。

市民の文化的参加ということ。今全く興味が無い人を、足を運ぶようになるまでに興味を持たせる。

ある水準の視点をもった、客観視出来る、北海道の人を指導できる立場の人が、演劇の世界だけでいうと、まだまだ必要だなと思って
いる。そういう視点の人を招きながら、外にも目を向ける。しかし、今呼んでくる予算も、外へ持っていく予算が出てこない。それに関す
る助成がない。行政からの支援というのではなく、何か違うしくみがつくれないか。

札幌の演劇は、バラつきがある。それを、余り外れがないようにする、そういうような各分野の質の向上が必要。

わざわざ海外から見に来るような作家が、２ダースもいるのかというと、なかなかニューヨークや上海のようにはいかないという現状があ
る。若手も年寄りも含めて質を上げなければならないということなのだが、わざわざそれを見に来るほどのものを作ることは、難しい。

いろいろなものを採択するときに、恣意的に動かれては困ると、我々も思う。ただ、ある程度恣意的に採択しないと、人は育たない。しか
しその決定は、ディレクターの恣意ではなくて見識、見立てだ。なぜこの人を選んでうまくいったのか、失敗したのかについて、説明が
できるかどうかということだ。海外の美術の助成金でも、誰がこの人を選んだのかということが、そのジャッジの実績となって、助成金の成
果として問われるので、ジャッジやその理由を公開している。

質の問題では、東川町の「国際写真フェスティバル」のように、イベント業者に丸投げで行うのではなくて、積極的に町の人たちが関わ
れるシステムを作るのがよいのかもしれない。

アートセンター的なものができたら、そこに助成システムの見立てに関する部分は外部化する。その代わり、決定過程や理由はオープ
ンにして、助成結果がどうなったのかについて、検証もする。
外部化された、見立てを任された者たちが、助成を決めることから結果まで検証して、それをオープンな形で市民に返す。それを、札
幌市が先駆的にやったら、それだけでもアウトプットとして、すごく大きいと思う。

助成金を申請できる芸術家の定義（エントリーするための資格）は、ニューヨーク市の免許のように、優れた芸術家でなくても良いのだ
から、おそらく行政でやればよいと思う。

芸術家への助成を誰がどうやって決めて行くか、芸術家の資格というようなことについては、ある程度、自治体が中に囲い込む部分と
外部化していく部分があるはずなので、どういう按配で制度設計していけばよいか。

一番分かりやすいのは計量化するということしかない。なぜこれを選んだかということを、細かく点数化する。
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もっと権威化されたもの、札幌市お墨付きのようなものがあれば、それを目指す目標にもなるし、逆にそんなものいらないよという方向で
競っていく目標にもなる。それがあると、現場が活発になって、質の向上につながっていく。

質を高めて行く努力をする上で、学芸員とかアートディレクターを養成して、質をきっちりと判断できる人を養成していく。

若い人、アーティストを育てる方向性を考えなくてはならないところまできていると思う。

我々が誇れるようなプロを育成し、伸ばしていくシステムが一番重要なのではないか。



アーティストと市民をつなぐ ○

アートマネジメント

コーディネート ○

○

○

○

効果的な広報 ○

○

○

○

文化を支える地域コミュニティ○

○

○

交流の場 ○

○

○

○

○

観光と文化 ○

○

○

○

○

○

○

市場の拡大 ○

○

○

○

○

○

質を高めて行く努力をする上で、つないでいくコーディネーターを養成していく。

観光文化都市さっぽろの理想像として、音楽・美術・デザイン、文芸から舞台美術、映画、あらゆる都市文化を構成するものを広いポジ
ションから議論しても良いのではないか。

東京というマーケット、関西というマーケットをもっと意識すること。アジアというマーケットも意識して、アートを考えることが必要ではない
か。ゆくゆくは、東京の人が札幌まで演劇を観に来るということになってくると、道内のマーケットも潤う。

札幌市が中国、観光、台湾からの観光客を巻き込んで、文化的な施設ならびに質の向上に取り組んでいく。将来的には、海外からア
ジアの方々が来たときに、その演劇や各分野の文化的なものも巻き込んで、観光が成り立っていったらすごい。

国際観光の中で、美術も、音楽も、演劇も同じようにやる必要はない。実力のあるところから雁行的に発展すればよい。札幌交響楽団
やPMFは、先に飛ぶミッションを負っていると思う。滞在する国際観光客の札幌の楽しみ方の一つとしての大きなパーツとなってもらい
たい。

芸術文化が、さきほどから議論となっている産業のなかに、あるいは、明らかに観光客が来て、これが札幌にとってすごいメリットとなる
だとか、具体的な何かに組み込まれるような位置づけになっていかないと、もうワンステップ行かないのかなと言う気がする。

雪まつり期間に、札幌彫刻美術館で、雪像というか雪のアートを作るすごく良いイベントがあった。これを市役所の前とか公共的な空間
で行ったら、雪まつりはぐんと盛り上がる。もっと雪まつりが変わっていく。

将来的には海外からアジアの方々が来たときに、その演劇や各分野の文化的なものも巻き込んで、観光が成り立っていったらすごい
のではないか。

これだけ良いものを作ろうとみんなで頑張っているのだし、オーケストラにしても、演劇にしても、ミュージカルにしても、すごくいいもの
やっているなと思うことが多い。だからそれをもっと観光客の人にも、知らしめたい。それと同時にお土産一杯買って、というところに結
び付けたい。札幌にお金が落ちるように観光とコラボすべき。

札幌市は、政令市であるというミッションをおびている。政令市である責任もあるし利点もある。

コミュニティの問題は、マーケットを拡大する上で、無視できない。

地域コミュニティは、確かに文化芸術も担い大切だが、文化芸術円卓会議の専門外という気もして、議論のつかみどころがなくなってし
まうのではないか。もう少し絞った方がよいのではないか。

札幌市民だとどうしても手触り感がない。東川町の規模なら、国際写真フェスティバルを町民が直接企画できるのだが、札幌市は大き
すぎて、自分が直接関わることも余りない。その意味で、コミュニティーは捨てきれないキーワードの一つではある。

オペラに関係するいろいろな団体が、共通性やネットワークは全くない中で、個々にやってきたが、1カ月に1回集まって話し合う中で、
お互い何をしたいのかも見えてくるし、お客様に何を提供したら良いのか。観客のことを考えるようにもなってくる。その中で、マーケティ
ングをどうしたらよいのかということも考えるようになってきた。

地域でアーティストを呼びたいときに、直接アーティストと連絡を取るのは大変で、どこに連絡していいのか分からない。コーディネー
ターが入ると連絡しやすいし、こちらの準備もしやすくなる。

海外の人たちの動向を調べるのが大事だと思う。中国人と韓国人と台湾人では、食べ物も違うし考え方も違う。彼らが何を求めている
のかを調べると、けっこうそこから大きなマーケットが見えてくるのは事実だ。それは、どの分野でも質を上げることと並行して、調査を
行っていくことも大事じゃないかと思う。

さきほど、海外と雪まつりの話がでていたが、雪まつりで海外から人がいっぱいきている時期に、何もしないということはない。

マーケットもすごく大切だと思う。９カ月前に、関東から引っ越してきて、一番感じたのは、北海道は特殊だということ。雪がある。だから、
すごく儲かる時と、儲からない時が両極端に思える。
人がたくさん入るときはチケット料金は高くてもよいが、人が入らないときに来て欲しいのだから、もっと安くしてもよいのではないか。

上海の美術市場は活発。それは、お金があるというだけではなく、上海の人たちのニーズに、ボールを投げているアーティストもいっぱ
いいると思う。上海でそういうことを、コーディネートする人たちもいっぱいいる。だからマーケットが動く。

札幌のアートをもっと身近に、世界に発信するのが一番大事、それが究極的には札幌の文化を築くこと。そのために、アート市場をきっ
ちり拡大して、買う人と売る人の意識を上げていくことが必要。

意識的に交流する場がない。議論を交わす場があるようでない。ただ単純にアートをつくるだけではなくて、お互いに、ここまで熟成し
てきたがこのような課題がある。そういうことを情報交流して、批評しあって、あたらしいものを出すようなことを、ある程度システム化して
いかなければいけないのではないか。それは、個人や一団体ではできないので、それこそまさに自治体の一つの義務ではないかと思
う。

札幌市の政令指定都市とし
ての責任 札幌市の北海道の中の中心としてのミッションは、マーケットを拡大する上で無視できない。

アートマネジメントという、そういうシステムが札幌にはなかなかないので、それを続けて行こうとする人たちがなかなか育たない。そうい
う裏を支える人があってこそ、はじめてホールなりハードが生きてくると思う。今そういうシステムを考えなければならない。

場に応じたアーティストを紹介するというようなコーディネートが必要なことは、ほぼ分かっているのだが、今それを役所が行うことは非
常に難しい。

広報の仕方、何か心に響く言葉が大事だ。広報物の置き方も工夫が必要。

パリやウィーンなら、まさにカフェが口コミの場でもあるし、批評の場でもある。新しい才能が発見される場でもある。
アートセンターみたいな公的なものがあって、かつ民間の、飲屋さんも含めた、そういうようなところがあるのが都市なんだと思う。

何かイベントをやりたいときに、アーティストバンクを活用してもらいたいということもあるのだろうが、「赤レンガアーティスト」のアクセス数
がのびているが、その半数以上は、広告代理店やイベント会社が利用していると言われている。

広報の仕方、ただパンフレットを置くだけではなく、毎日通勤のたびに自然に耳に入ってきて、興味を持ってもらうとか。観光客というよ
り、文化芸術について、札幌市民に興味を持ってもらいたい。

広報で一番大事なのは口コミではないか。結局はネットの情報よりも、口コミだと思う。おもしろければ、友達に行ってみないかと声をか
けることもできる。いくら立派なパンフレットをつくっても、結局最後はコミュニティの問題になってくるのかもしれない。

口コミということで私が感じているのは、何かお買い得があるかどうかとうことだ。同じ料金でも付加価値があると動く。お買い得が大事な
んじゃないか


